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会 長 挨 拶
会長　納所　佳民

　皆さん、こんにちは。
　本日は、国際ロータリー第
2740地区ガバナー、中島 健
太郎様をお迎えしての公式訪
問例会です。
　中島ガバナーにおかれましては、ご多用
の中、佐世保ロータリークラブへお越しい
ただき、誠にありがとうございます。会員
一同、心より歓迎申し上げます。
　そして皆さん、中島ガバナーは昨日、9月
15日にお誕生日を迎えられました。
　1971年9月15日のお生まれで、昨日、めで
たく55歳になられました。
　中島ガバナー、お誕生日、誠におめでと
うございます。
　55歳という、まだまだお若く、そして最
も充実した年代において、第2740地区のガ
バナーとしてご活躍されていることに、心
より敬意を表したいと思います。
　中島ガバナーは、長崎東ロータリークラ
ブのご出身で、職業分類は金融保険業、座
右の銘は「先義後利（せんぎこうり）」と伺っ
ております。
　「先義後利」とは、まず人としてなすべき
正しい道、「義」を大切にし、その後に「利」
がついてくるという考え方です。
　私も会社経営に携わる一人として大変共
感する言葉であり、職業を通じて社会に奉
仕するというロータリーの精神にも通じる

《本　　日》会員数 81名（出席規定免除 19名）・出席 49名・欠席 32名・（内免除者欠席 10名）・ビジター　　ゲ ス ト
0
3 名・出席率 60.49 ％

《 9月 2日》会員数 81名（出席規定免除 19名）・出席 56名・欠席 25名・（内免除者欠席 10名）・メークアップ 1 名・修正出席率 80.28 ％

ものを感じております。
　私が中島ガバナーに初めてお会いしたの
は、今年4月19日に開催された会長エレクト・
次期幹事ラーニングセミナーでした。その
時のお話を伺い、私がまず感じたことは、「非
常に熱い心をお持ちの方だな」ということ
でした。
　そして今年度、中島ガバナーが掲げられ
た地区テーマが、
　「夢を語ろう　感動を分かち合おう！」
　“Dream together, Inspire together”です。
　中島ガバナーは方針の中で、まずは私た
ち自身が、自らのクラブの未来や理想、す
なわち「夢」を熱く語ろうと言われています。
私は、この「夢を語る」ということは、と
ても大切なことだと思っています。
　会社でもロータリーでも、目の前の問題
を解決することはもちろん大切です。
　しかし、それだけでは人の心を大きく動
かすことはできません。
　「こんな会社にしたい」「こんなクラブに
したい」「こんな地域にしたい」
　そうした夢を誰かが熱く語ることで、周
りの人が共感し、「自分も一緒にやってみよ
う」という力が生まれるのではないでしょ
うか。
　今年度、私たち佐世保ロータリークラブ
は、「集う喜び、語る友情、広がる奉仕」を
クラブテーマとして掲げています。
　中島ガバナーの「夢を語ろう」という地
区テーマと、私たちの「語る友情」には、
相通じるものがあると感じています。
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人が集い、語り合い、友情を深める。そし
て皆で夢を語り、その夢に向かって行動す
ることで奉仕の輪が広がり、そこに感動が
生まれると思います。
　これこそが、ロータリーの素晴らしさで
はないでしょうか。
　佐世保ロータリークラブは今年76年目を
迎え、80周年へ向けて歩みを進めています。
諸先輩方が築いてこられた歴史と伝統を大
切にしながら、私たち自身が、
　「これから佐世保ロータリークラブを、ど
んなクラブにしたいのか」
　その夢を語り合い、次の世代へつないで
いきたいと思います。
　例会前には中島ガバナーと会長・幹事・
会長エレクトとの懇談会を開催させて頂き
ました。その後に、新会員との懇談会も行
われました。
　本日は、この後、中島ガバナーから直接
お話を伺える大変貴重な機会です。
　ぜひ私たち佐世保ロータリークラブに、
これからのロータリーについて、そして私
たちがどのような夢を描いていくべきなの
か、熱いメッセージをいただければと思っ
ております。
　改めまして、中島ガバナー、55歳のお誕
生日、誠におめでとうございます。
　そして本日は佐世保ロータリークラブへ
お越しいただき、本当にありがとうござい
ます。
　本日の公式訪問が、私たち一人ひとりに
とって新たな夢を描き、感動を分かち合う
一日となりますことを願いまして、会長挨
拶といたします。
　本日もどうぞよろしくお願いいたします。

例 会 記 録
◯ロータリーソング「奉仕の理想」
◯ゲスト
　国際ロータリー第2740地区
　ガバナー	 中島健太郎 さん
　ガバナー補佐	 朝永　春郎 さん

　地区幹事	 米濵　誠二 さん

幹 事 報 告
幹事　指山　　立

1.�国際ロータリー第2740地区
　ガバナー事務所
　�【米山記念奨学】出前卓話日程変更の件

_0914最新
　�米山奨学生の出前卓話一覧に変更があり

ました。

2.�公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　�★ハイライトよねやま318号★ 9月14日発行
　�https://www.rotary-yoneyama.or.jp/

content/uploads/summary/highlight318_
pdf.pdf

3.�佐世保中央ロータリークラブ
	 会長　香月　章彦 さん
　	 幹事　吉野　英樹 さん
　�クラブ現況と活動報告書・前年度活動実

績書

4.�海上自衛隊佐世保地方総監
	 海将　福田　達也 さん
　自衛隊記念日祝賀会ご案内
　日時／11月7日㈯　16：00〜17：30
　　　　（受付15：00〜16：00）
　場所／海上自衛隊　平瀬体育館
　同伴者1名まで

委員会報告
■�親睦活動委員会	 委員長　長島正太郎
　 き た る9月30日 ㈬18時30分
からホテルフラッグス佐世保
九十九島におきまして観月例
会を開催いたします。来週の
例会が休会となりますので、
次回例会となります。
　現在、名誉会員3名様を含めまして68名の
方のご出席の回答をいただいております。
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た。 
　私自身、明治安田生命で32年間、生命保
険の仕事をしてきました。 これまで沢山の
お客様と接してきましたが、保険の仕事も、
ただ商品をご案内するだけでなくお客様や
ご家族の人生に寄り添い、地域の中で安心
をお届けする仕事だと思っています。
　JR九州が地域に寄り添い、地域と一緒に
元気になっていくように、私も目の前のお
客様を大切にすることはもちろん、地域の
一員として自分にできることを考えていき
たいと思いました。
　今回この記事を読んで、「ロータリーや自
分の仕事を通して、地域のために何ができ
るか」を改めて考えるきっかけになりまし
た。ありがとうございました。

慶　　　　祝
	 親睦活動委員会　今吉　俊博
○結婚記念月のお祝い
　河原　忠徳・綾香　 さん ご夫妻（ 3日）
　下田　弥吉・律子　 さん ご夫妻（ 7日）
　納所　佳民・季代子 さん ご夫妻（12日）
　中村　徳裕・まり子 さん ご夫妻（15日）
　境　　竜馬・ゆかり さん ご夫妻（15日）
　池田　真秀・妙子　 さん ご夫妻（18日）
　谷川　辰巳・由佳　 さん ご夫妻（18日）
　北浦宗一郎・恵美　 さん ご夫妻（18日）
　長野　哲也・純子　 さん ご夫妻（23日）
　福田登志也・真琴　 さん ご夫妻（30日）

　まだ、人数の変更は可能ですので、欠席
予定で参加が可能となった会員の方がい
らっしゃいましたら長島までご連絡くださ
い。
　皆様のご出席をよろしくお願いいたしま
す。

ロータリー３分間情報
	 　大城　美枝
　皆さんこんにちは、明治安
田生命の大城です。
　ロータリーの友9月号の中
で、今回「JR九州のまちづく
り」という記事を読ませてい
ただいて、私が感銘を受けたことについて
お話しさせていただきます。
　一番印象に残ったのは、JR九州が鉄道を
運行するだけでなく“九州の、地域そのもの”
を元気にしようとしていることです。九州
では鉄道を利用する人が減っていて、特に
ローカル線は厳しい状況にある中、JR九州
は駅ビルやホテル、飲食店など、鉄道以外
の事業にも取り組みながら地域の魅力を発
信し、売上をV字回復させています。中でも

「ななつ星in九州」や観光列車の取り組みが
とても興味深いと思いました。ただ人を目
的地まで運ぶのではなく、列車から見える
景色や、その土地の食べ物、そして地域の
人とのふれあいまで含めて、九州を楽しん
でもらう。「移動するための鉄道」から、「そ
の地域を楽しむための鉄道」へ。 そういう
発想が、とても素晴らしいと感じました。
　また記事の中にあった「地域の元気はJR
九州グループの元気」 という言葉も印象に
残りました。地域が元気になれば、そこを
訪れる人が増える。人が増えれば、鉄道や
ホテル、飲食店なども元気になる。そして
JR九州が地域を盛り上げることで、また地
域が元気になる。そういう良い循環を作っ
ているのだと思いました。
　これはロータリークラブの活動や、私自
身の仕事にも通じるものがあると感じまし
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ニコニコボックス
	 親睦活動委員会　初瀬　隆太
国際ロータリー第2740地区
ガバナー　中島健太郎 さん
地区幹事　米濵　誠二 さん
　本日はお世話になります。一年間よろし
くお願いいたします。

納所　佳民 会長、指山　　立 幹事
境　　竜馬 副幹事、福田　金吾 さん
中島　　顕 さん、本岡　　眞 さん
髙木　明生 さん、筒井　和彦 さん
山下　達也 さん、鮫嶋　征彦 さん
草津　栄良 さん、橘髙　秀和 さん
内海　暢邦 さん、稲吉　　修 さん
福田　金治 さん、安達　幸太 さん
古賀　　巖 さん、橘髙　克和 さん
大久保利博 さん、坂元　　崇 さん
長島　　正 さん、松尾　文隆 さん
芹野　隆英 さん、山縣　千穂 さん
船越　　温 さん、梅村尚一郎 さん
田中丸善保 さん、池田　真秀 さん
山下　忠則 さん、坂本　　敏 さん
中村　徳裕 さん
　国際ロータリー第2740地区ガバナー中島
健太郎様、地区幹事米濵誠二様のご来訪を
歓迎してニコニコします。

納所　佳民 さん、中村　徳裕 さん
境　　竜馬 さん、池田　真秀 さん
福田登志也 さん
　結婚記念月のお祝いをいただき、ありが
とうございます。

◇
ニコニコボックス	 前回累計	 396,000円
	 本日合計	 41,000円
	 累　　計	 437,000円

ガバナー公式訪問
国際ロータリー第2740地区
	 ガバナー　中島健太郎 さん
1. �RI会長メッセージと重要課

題
　本年度のRI会長オライン
カ・ハキーム・ババロラ氏（通
称：インカ会長）は、自身の
ローターアクト活動を通じて教育格差を
知った原体験を持ちます。同氏は1月の国際
協議会の場で『あなた自身はロータリーに
入ってどういう風に変化したのか』と問い
かけました。ロータリーのビジョン声明に
ある通り、持続可能な良い変化は会員自身
の「内なる変化」から始まり、それがクラブ、
地区、地域社会、世界へと波及します。今
年度のテーマは「Create Lasting Impact（持
続可能なインパクトを生み出そう）」であり、
長く続く効果的な活動の創出を呼びかけて
います。
　ロータリーの課題として、最重要課題に

「ポリオ根絶」、最重点課題に「会員増強」
が掲げられています。
　ポリオ根絶：人類が過去に克服した感染
症は天然痘のみであり、ポリオ根絶が達成
されれば史上2度目の快挙となります。現在、
野生型ポリオの発生はアフガニスタンとパ
キスタンの2カ国（19例）まで抑え込まれて
います。（2026年9月現在）歴史的快挙の立
役者となるべく、年間100ドルを寄付する「ポ
リオプラス・ソサエティ」への登録（地区
目標200名以上）を推奨しています。
　会員増強： 国内では直近1年間で22クラブ
が解散し、会員数もピーク時の13万人超か
ら8万人台へ激減しています。2030年の創立
125周年に向け、世界のロータリアン125万
人達成を目標としています。

2. 地区の活動状況と構造改革
　長期的な地区運営の視点から以下の3つの
構造改革を実施しました。
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①�ガバナー地区事務所の固定化： 従来は毎
年移転し事務員の雇用・教育を繰り返し
ていましたが、大村の事務所を恒久化し
て業務の継続性とノウハウ蓄積、コスト
削減を図りました。

②�LINE WORKSの導入： 連絡の未読・既読
管理や履歴のデータ蓄積を行い、クラブ
と地区間の情報伝達の確実性を高めまし
た。

③�地区委員会の改革とDX化： 地区委員会の
活動マニュアル整備に加え、セミナーを
Zoomによる短時間開催とすることで、遠
方会員の移動負担を軽減しました。

3. クラブへ意識してほしいこと（目標）
　会員純増と「居場所づくり」：各クラブ 

【純増2名】を目標設定しています。 純増を
果たす鍵は退会防止です。例会を休んだ会
員へ「先週どうしたの？」と声をかけるよ
うな細やかな気配りの積み重ねが、クラブ
を「自分の居場所」と感じさせ、退会抑止
と新会員の定着につながります。
　ガバナー特別賞：ポリオ根絶に向け、ポ
リオに関する活動を何かしていただければ

「ガバナー特別賞」として表彰します。 10
月24日の「世界ポリオデー」（ポリオワクチ
ンを開発したジョナス・ソーク博士の誕生
を記念して制定された日）などに合わせた
活動も一つのアイデアです。
　各種寄付のお願い：ロータリー財団（目
標150ドル/人）、ポリオプラス基金（目標30
ドル/人）、米山記念奨学会（目標16,000円/
人）それぞれへのご寄付をお願いします。
特にポリオプラスへの寄付は、ゲイツ財団
の「2 to 1マッチング」により寄付額が実質
3倍になる高い費用対効果があります。

4. �ドネーション・ソングの教訓（職業奉仕
のひとつの形）

　ワム！のジョージ・マイケルが、その印
税の全額をエチオピア飢餓救済に寄付した

『ラスト・クリスマス』という曲を紹介しま
した。この楽曲は彼の没後である現在も寄

付が続けられる「持続可能なインパクト」
の実例です。ジョージ・マイケルが「本業（音
楽）を通じて誰かの助けになるからこそ、
成功しても誇りを持って次の楽曲に向かっ
ていける」と語ったように、自らの職業を
生かして寄付や支援ができる存在であるこ
ともロータリアンの「職業奉仕」のひとつ
の形であると思います。
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＊今後の例会予定＊ 
 9月23日	 祝日休会（秋分の日）
　　30日	 観月例会（夜例会）

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、 
メークアップにもなりますのでご活用ください。

＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認をい
たしますので、事務局までお知らせください。

（今週の担当：藤井　鉄平　カメラ担当：安達　幸太）

クラブ会報委員会 委 員 長：安達　幸太　　　委　員： 安福　竜介・川口　直人
副委員長：今吉　俊博　　 　　　　　藤井　鉄平・林　　健児

【今週のランチ】

会長幹事懇談会

新会員懇談会


